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国際ロータリー第 2720地区
2025-2026年度ガバナー

藤田　千克由

　2025 年 4 月 6 日の地区研修・協議会では、「つながることの効果・効能」につい
てお話ししました。
　ロータリーの活動は、まさに「つながること」から生まれます。人と人がつなが
ることで、深い信頼と友情が育まれ、お互いに高め合える関係が築かれます。そして、
クラブが地域や他団体とつながることで、新たな発想が生まれ、より大きな社会貢
献へとつながっていくのです。
　「つながり」は、決して特別なものではありません。それは、私たち一人ひとり
の日々の言葉や行動、そして今日の出会いや、共に取り組む活動の積み重ねから始
まります。
　ぜひ、日々の活動の中で「つながること」を意識してみてください。その小さな
意識が、私たち自身の成長を促し、クラブの未来を育み、地域や世界に確かな変化
をもたらす原動力となります。
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ロータリー活動を通じて人と人がつながることで、さまざまな素晴らしいものが生
まれます。

つながることでの効果・効能

1. 人と人がつながる
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人と人がつながる力が、ロータリー活動の核であり、それによって多くの良い変化
を生み出します。

共通の目的や価値観を共有する中で、深い信頼と生涯続く友情が育まれます。
1. 信頼と友情

一緒にプロジェクトを進めることで、地域社会や世界規模の問題解決に貢献
する成果を生み出します。

2. コミュニティの改善

異なる背景を持つ人々と交流することで、考え方が広がり、文化や価値観へ
の理解が深まります。

3. 視野の拡大

他者と協力し目標を達成する中で、リーダーシップや新しいスキルを身につ
けることができます。

4. 自己成長

他のメンバーの経験や活動から新しいアイデアや刺激を受けることができます。
5. インスピレーション :
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ロータリー活動を通じて他団体や人とつながることで、多様な視点や協力による素
晴らしい成果が生まれます。

2. ロータリークラブが他団体や人とつながる

これらの効果・効能はすべて自己の成長とクラブの成長に
つながることを信じて共に歩んでいきましょう。

異なる団体や人々と協力することで、より大規模で効果的なプロジェクトを
実現できます。例えば、教育支援や医療支援など、複雑な課題に対処する際
に幅広いリソースを活用できます。

1. 共同プロジェクトの成功

他団体や個人と交流することで、新たなつながりやパートナーシップが形成
され、活動範囲が広がります。

2. ネットワークの拡大

他団体や異なる背景を持つ人々との交流から、新しいアイデアや解決方法が
生まれることがあります。

3. イノベーション

多くの人々と協力することで、より広い範囲で社会的な影響を与えることが
できます。

4. 社会的インパクトの向上

異なる団体や文化を尊重しつつ協力することで、相互理解と信頼が深まり、長期
的な関係性の基盤となります。

5. 信頼と理解の構築
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Event report 01
規程審議会報告会・

クラブ活性化ワークショップ

2025 年 7 月 26 日、ホルトホール大
分 ( 大会議室 ) にて、「2025－26 年度
　規定審議会報告・クラブ活性化ワー
クショップ」を開催致しました。
今年度のクラブ活性化ワークショップ
は、藤田ガバナーの地区テーマと同じ

「みんなでつなぐ、育てる、ロータリー
リレーションシップ」をテーマに、地
区内での会員減少や活動の停滞といっ
た課題に対しより実践的な解決策を導
くため、課題別に１３のセッションを
設け、参加者にはその中から希望する
２つのセッションを受講いただく形式とした新しいクラブ活性化ワークショップを準備させて頂
きました。
　まずは開会挨拶より開始させて頂き、次にご来賓の皆様のご紹介後、藤田ガバナーよりご挨拶
を頂きました。
最初に、2025 年 4 月に米国イリノイ州シカゴにて開催されました RI 細則第 9.150.1 項の手続き
基づき採択された 31 件の立法案を含む「規定審議会の報告」を規定審議会員・第 3 地域 RPIC　

瀧　満様から詳しくご報告いただき、
続きまして管理運営部門　村田部門長
より人頭分担金の増加や新クラブの会
員数の事などの詳細にご説明頂きまし
た。次に「クラブ活性化ワークショッ
プ」の主旨説明を第 3 地域 RRFC 堀
川貴史様よりロータリーの行動計画の
実現に向けた学びの場として重要性な
どワークショップを通じて、参加者は
クラブの活性化に必要な知識やアイデ
アを学び、それぞれのクラブで実践し
ていくことが期待する事などご説明頂

報告：クラブ活性化ワークショップ委員会
実行委員長　佐土原　護
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きました。
さて、今回のクラブ活性化ワークショップ
を開催させて頂くにあたり、地区内の会員
の皆様へ「会員増強の意識」を発信して頂
く為、藤田ガバナーの肝いりであります講
師　田中久夫様（2025 ～ 26 年度　第１地
域 RMC 会員増強コーディネーター」より「地
区・クラブリーダーに期待すること」を題
目に講演をして頂きました。田中久夫先生
の力強い講演に参加されました会員の皆様、
終始感銘をされたと思います。
最後に冒頭でもご説明しました「新しい形
式によるワークショップ」を、前半（40 分
間）・後半（40 分間）に分け開始させてい
ただきました。
会員お一人おひとり様が、ご自分が受けた
い・聞きたい・学びたいセッションに赴き、
同じ課題で集まった 7 ～ 8 名のクラブも
ロータリー歴も違うロータリーアン達と
ディスカッションを行います。最初は静か
ですが時間ともに皆様の想いや経験談など
で大いに白熱したディスカッションが行わ
れていました。後半も同様に各々のセッショ

ンへ赴きまた新たなロータリーアン達と
ディスカッションが行われていました。
今回のワークショップを通して、新しい知
識やアイデアを共有する貴重な機会となっ
たと思います。また、各会員がそれぞれセッ
ションで得た事をクラブで実践して頂ける
とクラブの活性化になると思います。今年
度のワークショップを機に新しい学びの場
が出来た事に大変うれしく思います。
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2025 年 7 月 26 日、ホルトホール大
分 ( 大会議室 ) にて、「2025－26 年度
　規定審議会報告・クラブ活性化ワー
クショップ」を開催致しました。
今年度のクラブ活性化ワークショップ
は、藤田ガバナーの地区テーマと同じ

「みんなでつなぐ、育てる、ロータリー
リレーションシップ」をテーマに、地
区内での会員減少や活動の停滞といっ
た課題に対しより実践的な解決策を導
くため、課題別に１３のセッションを
設け、参加者にはその中から希望する
２つのセッションを受講いただく形式とした新しいクラブ活性化ワークショップを準備させて頂
きました。
　まずは開会挨拶より開始させて頂き、次にご来賓の皆様のご紹介後、藤田ガバナーよりご挨拶
を頂きました。
最初に、2025 年 4 月に米国イリノイ州シカゴにて開催されました RI 細則第 9.150.1 項の手続き
基づき採択された 31 件の立法案を含む「規定審議会の報告」を規定審議会員・第 3 地域 RPIC　

瀧　満様から詳しくご報告いただき、
続きまして管理運営部門　村田部門長
より人頭分担金の増加や新クラブの会
員数の事などの詳細にご説明頂きまし
た。次に「クラブ活性化ワークショッ
プ」の主旨説明を第 3 地域 RRFC 堀
川貴史様よりロータリーの行動計画の
実現に向けた学びの場として重要性な
どワークショップを通じて、参加者は
クラブの活性化に必要な知識やアイデ
アを学び、それぞれのクラブで実践し
ていくことが期待する事などご説明頂

きました。
さて、今回のクラブ活性化ワークショップ
を開催させて頂くにあたり、地区内の会員
の皆様へ「会員増強の意識」を発信して頂
く為、藤田ガバナーの肝いりであります講
師　田中久夫様（2025 ～ 26 年度　第１地
域 RMC 会員増強コーディネーター」より「地
区・クラブリーダーに期待すること」を題
目に講演をして頂きました。田中久夫先生
の力強い講演に参加されました会員の皆様、
終始感銘をされたと思います。
最後に冒頭でもご説明しました「新しい形
式によるワークショップ」を、前半（40 分
間）・後半（40 分間）に分け開始させてい
ただきました。
会員お一人おひとり様が、ご自分が受けた
い・聞きたい・学びたいセッションに赴き、
同じ課題で集まった 7 ～ 8 名のクラブも
ロータリー歴も違うロータリーアン達と
ディスカッションを行います。最初は静か
ですが時間ともに皆様の想いや経験談など
で大いに白熱したディスカッションが行わ
れていました。後半も同様に各々のセッショ

ンへ赴きまた新たなロータリーアン達と
ディスカッションが行われていました。
今回のワークショップを通して、新しい知
識やアイデアを共有する貴重な機会となっ
たと思います。また、各会員がそれぞれセッ
ションで得た事をクラブで実践して頂ける
とクラブの活性化になると思います。今年
度のワークショップを機に新しい学びの場
が出来た事に大変うれしく思います。
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

熊本第 6 グループ①
（人吉）

　7 月 11 日金曜日、16 時より清流山水花あゆ
の里（人吉ロータリークラブ例会場）にて、ガ
バナー　藤田千克由様、地区幹事　財津公明様、
担当副幹事　濱永龍二様をお迎えしガバナー公
式訪問が開催されました。藤田年度スタート間
もないという事もあり、当クラブの第 60 代塚
本哲也会長、春木顕幹事も大変緊張しておりま
したが、藤田ガバナーの親しみあるご挨拶で緊
張感もほぐれ会長・幹事懇談会も大変充実した
意見交換が交わされました。これも、事前に居
酒屋ミーティングでの各クラブの抱えている悩
みや困りごとを共有していただいていたので、
スムーズに進行することが出来ました。ガバ
ナー補佐としてのファシリテーターとしての学
びも同時にさせていただきました。それから、
例会では藤田ガバナーの大好きなゴッドファ
ザーの音楽で会場入りされ、ガバナーアドレス
は自己紹介から始まり、地区ガバナー方針であ

る「みんなでつなぐ、育てる、ロータリーリレー
ションシップ」を分かりやすく丁寧にお話しい
ただきました。特に強調されたのは、会員とク
ラブが成長し強くなるためには会員同士のつな
がり、会員とクラブとのつながり、またクラブ
同士のつながりやクラブと地区組織とのつなが
りが必要であると訴えられました。つまりは“人
の和” であるとまとめられました。当クラブの
ベテラン会員も久しぶりよいアドレスであった
と満足され、新入会員もロータリーの目的もよ
く理解できたと言っておりました。その後、懇
親会に入り和気あいあいとした親睦と交流を深
めることが出来ました。当クラブは次年度、延
岡ガバナーエレクトを輩出しておりますので、
会員の士気も高まり藤田ガバナーに心より感謝
申し上げ、公式訪問の報告とさせていただきま
す。

報告：本田 節 AG
（人吉）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

熊本第 2 グループ①
（阿蘇・肥後小国・肥後大津・菊池）

　先日のガバナー公式訪問は、熊本第２グルー
プ内 4 クラブにとって大変有意義な時間となり
ました。初ファシリテーターでしたが、4 クラ
ブの会長・幹事からの意見を引き出す事が出来
るかと不安もありましたが、事前に聞く事柄を
伝えておいたので、自クラブの想いを日頃の奉
仕活動や地域との連携に関する報告も的確かつ

力強く意見が多く出て、ガバナーからも高い評
価を頂いたと自負しております。

　また、クラブ間の課題や今後の方向性につい
ても率直な意見交換ができ、菊池 RC の会員増
強に向けての建設的な対話が生まれたことが印
象的でした。

　今回の訪問を通じて、私が熊本第２グループ
のガバナー補佐として地区の牽引役としての役
割を担う事が出来るかと思っておりましたが、
各クラブの協力を得て、可能性を再認識でき、
改めて一体感と使命感が高まる機会となりまし
た。この貴重な交流を礎に、さらに地域に根ざ
した奉仕を展開してまいります。

報告：中島圭 AG
（肥後大津）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

大分第 1 グループ①
（中津・中津中央・中津平成）

　7 月 17 日の中津市内 3 クラブのガバナー公
式訪問例会は中津ロータリークラブの担当で会
場設営・プロジェクター等の準備まで会員の皆
様には大変お世話になりました。
　完璧な準備のおかげで例会・ガバナーアドレ
スもトラブルも無くスムーズに開催出来まし
た。

　公式訪問例会前に行われた会長・幹事懇談会
は中津市内 3 クラブで 1 時間と短いため何とな
く会員増強のことが懇談の中心だった気がしま
す。今後は出来れば懇談時間を増やして各クラ
ブの親睦活動・奉仕活動・その他の活動など詳
しく懇談会でもう少し話題にしてほしい気もし
ます。

報告：諫山 宏義 AG
（中津中央）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

熊本第 1 グループ
（山鹿・玉名・荒尾・玉名中央）

　本年熊本第一 G のガバナー補佐を務め始め
ての事業です、
　事前に 2025～26 年度に向けての各クラブ協
議会に出席し活動報告、決算予算等を拝聴した、
全体的に地区テーマの .( 皆んなでつなぎ育て
る R リレーションシップ ) の意義を理解され親
睦、会員増強等の RC 活動計画がなされている
ようにうかがえる。
　7 月 30 日開催の公式訪問例会前に藤田 G、
財津地区幹事を交えて 4RC 会長幹事会を開催、
G 補佐の清田がファシリテーターを務めた。
事前に各クラブの問題点、活動目標等から、会
員増強に焦点を絞り 1 時間の討議をお願いし最
後に、藤田 G より好評をお願いし、お互いに
有意義な時間を過ごすことが出来たと思う。
感想としては、今年度の第一 G の活動内容は
会長幹事が共に若返り、50 代である事から各
クラブの雰囲気が、活気があり l 期待したい。

会員増強の目標
　山鹿 RC 12 名―15 名　玉名 RC.47 名―57 名、
玉名中央 RC ８名―10 名、荒尾 RC. 34 名―40
名で達成出来れば 31 名増で第一 G 会員数は
133 名となる、今年度の終盤にはこの各クラブ
の目標が達成出来るようにサポートし、上半期
が終わった後に進捗状況の会長幹事会を開催し
たいと思っています。今後とも地区からのご指
導ご協力お願いします。

報告：清田 裕幸 AG
（荒尾）
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

大分第 3 グループ①
（別府・別府北）

　開催日：２０２５年８月１日　１１時より　
　　　　　ホテル両築別邸
　対象クラブ：別府ロータリークラブと別府北
ロータリークラブ
　藤田ガバナーのスローガン「みんなでつなぐ、
育てる、ロータリーリレーションシップ」をベー
スに公式訪問に臨みました。

　２ロータリーでの共通テーマが二つあり、一
つが会員増強であり、もう一つが社会奉仕でし
た。
　別府ロータリークラブは新入会員が入会後に
楽しく活動出来る環境づくりに取り組む。
別府北ロータリークラブは親睦委員会と連携し
て新入会員が早くなじめるようにする。
　また地区の出前セミナーを開催して会員増強
について学び実行する。
　社会奉仕については２ロータリーともに明確
な計画があり今回の懇談会で貴重な意見交換が
あり大変良かったと思います。
　最初は皆さん緊張していましたが直ぐに和気
あいあいになり、例会も藤田ガバナーの挨拶と
お話しには皆さん興味深く聞かれていました。
公式訪問の報告とさせていただきます。

報告：平野 教康 AG
（別府中央）
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Event report 02
熊本第 4 グループ①

（熊本江南・熊本西南・熊本中央）

8 月 6 日に開かれた熊本第 4 グループ（江南
RC、西南 RC、中央 RC）第 1 回「ガバナー公
式訪問会長幹事懇談会」では、各クラブの現状
や課題について率直な意見交換が行われ、とて
も有意義なひとときとなりました。会員増強へ
の工夫や周年事業への思い、例会を魅力的にし
ようとする取り組みなど、それぞれのクラブが
特色を大切に活動を進めていることを知り大き
な刺激を受けました。また、退会防止や若手育

成といった共通の課題に真摯に取り組まれる姿
勢にも心を打たれました。特に藤田ガバナーか
らの「出会いこそがロータリーの魅力である」
とのお言葉は印象に残り、奉仕と友情を基盤と
する活動の原点を改めて感じることができまし
た。懇談会での学びを今後の活動に活かし各ク
ラブのさらなる発展につなげてまいりたいと思
います。

報告：清田 好彦 AG
（熊本西南）

ガバナー公式訪問を終えて
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Event report 02
ガバナー公式訪問を終えて

大分第 4 グループ①
（大分東、大分南、大分キャピタル）

　国際ロータリー 2720 地区大分第 4 グループ
にて今年度初めてのガバナー公式訪問が 8 月 7
日に開催されました。ガバナーの希望で合同例
会（大分東 RC、大分南 RC、大分キャピタル

RC）の形式になりました。当日 10 時 30 分か
ら「会長幹事懇談会」を 3 クラブ合同で開催し
各クラブの課題をあげて DL 方式にて話し合い
ました。共通の課題として「会員増強」があげ
られ各クラブの取組事例やアイデアを交換しま
した。ガバナーからの助言もあり、とても有意
義な懇談会だったと思います。
　12 時 30 分からの公式訪問例会では、3 クラ
ブの会員がスタンディングオベーションでガバ
ナーを迎え、とても素晴らしい演出だと感じま
した。会長の時間は大分東 RC の安藤会長がお
話されました。ガバナーアドレスでは今年度の
地区運営やヴィジョンをお聴きしとても有意義
な時間の公式訪問であったと思います。最後に
ガバナーへのお礼を述べ記念撮影をして閉会と
なりました。

報告：森永隆二
（大分キャピタル）



【販売期間：9月30日（火）まで】

※各種アルコール・ソフトドリンク

主催／国際ロータリー第2720地区（ロータリー財団部門・公共イメージ向上部門）　協力／ブリックブロック・平倉建設株式会社
大分会場運営／チャリティーカラオケパーティvol.3 大分実行委員会

大分
会場

熊本でも同じ企画を開催いたします！



よいことの
　ために
　　手を取りあおう

2025-2026 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2025 年 7 月 ロータリー会員数報告

RI2720 地区事務所
〒860-0807 熊本市中央区下通 2-7-7 R-terrace4F
TEL.096-312-2720　Fax.096-355-2720
E-mail : ri2720gof@eos.ocn.ne.jp

RI2720 地区 ガバナー事務所
〒870-0846 大分市花園 2 丁目 11 番 42 号 1F
TEL.097-574-8198　Fax.097-574-8199



2025-2026 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2025 年 7 月
ローターアクト会員数報告

18 日（木） 熊本第六グループ②　公式訪問

13 日（土）・14 日（日） 高校生 RYLA セミナー

  6 日（土）・7 日（日） 新人研修会・アクトの森活動

  7 日（日） RIJYEM_ 第 5 回全国 RYLA 委員長会議

  2 日（火） 大分第二グループ①　公式訪問

19 日（金） 熊本第二グループ②　公式訪問

20 日（土） 大分 OliOli RC 認証伝達式

22 日（火） 熊本第三グループ①　公式訪問

24 日（水） 熊本第五グループ　公式訪問

29 日（月） 大分第四グループ②　公式訪問

27 日（土）・28 日（日） RLI パートⅠ

3 日（水） 大分第二グループ②　公式訪問

9
Sep.

※7 月末時点での会員数です。
　その他の項目については次号以降反映予定としております。

2025-2026 年度

ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブ
合計会員増強数値目標！

7 月末までの合計会員数は

～ロータリアン・ローターアクト・衛星クラブで
合計 2,720 名を目指します～

2,720 人

2,447 人

2 7 3
目標達成まで あと

人

ロータリアン 51 人

ローターアクト 4 人

衛星クラブ
※各クラブの詳細はホームページからご確認ください

0 人

2,542 人

200 人

30 人

59人

7 人

0 人

8 人

3人

0 人

2,218 人

158 人

16 人

本年度合計
増減

2,269 人

162 人

16 人

7 月末合計
会員

本年度合計
退会者

年初 7/1
合計会員

本年度合計
入会者

目標数値
合計内訳

今月の予定

最新の行事カレンダーは
こちらの QR コードから
ご確認ください



退会者
クラブ名 氏　名 職業分類

別府北
2720JapanO.K.REC
2720JapanO.K.REC
2720JapanO.K.REC

熊本北
熊本東南
八代東

山本　大弐
前田　雅史
伊牟田　徹

四方　美由紀
倉田　榮喜
鷲山　法雲
西山　明

商業銀行
清掃業

不動産鑑定士
アウトソーシング

民事弁護士
幼稚園

信用金庫

入退会者のお知らせ

入会者 新会員のご紹介をします

2025.8.20 現在

クラブ名 氏　名 職業分類

別府
別府北
別府北

別府中央
大分臨海
大分中央
大分中央

2720JapanO.K.REC
2720JapanO.K.REC
2720JapanO.K.REC

荒尾
玉名中央
玉名中央
熊本東
熊本東

熊本東南
八代
八代
八代
八代
八代
八代

八代東
宇土
人吉
人吉
天草

天草パールライン
天草パールライン

草場　和文
岡村　善文
御竿　文人
井上　勝史
岩崎　大輔
廣岩　保彦

水江　真理佳
兼田　朋和
山田　珠生
吉本　千剛
渡邊　英仁

卯野木　幸治
原田　淳一郎
永瀬　義剛
下川　源也
平城　大海
堀　貴明

野田　昌博
城　信吾

中川　粹子
守田　栄治
木下　雄嗣
窪田　慎二
清永　真二
深水　義富
野間　秀明
加藤　由美
汐田　康博

菊池　壮一郎

電力事業
大学

肖像写真
リゾートホテル
通信電話事業
紳士服仕立て

飲食業
不動産仲介
不動産仲介
経理代行業

舗装
介護施設経営

飲食業
自動車部品販売

不動産業
飲食業

電気設備
土木舗装

障害支援施設
高等学校

都市ガス供給
PC システム販売

信用金庫
家具製造
電気事業

土木
電気業

電気・管設備工事業
保険業

国際ロータリー第 2720 地区
ホームページはこちらの
QR コードからご覧ください

Discovery
「お宝発掘シリーズ」推薦者募集のお願い

ガバナー月信の新企画「お宝発掘シリーズ」は、長きにわたりロータリークラブや地域社
会に貢献された方々（故人を含む）の功績や物語をインタビューでご紹介するものです。

・貴クラブ活動で顕著な功績を残された方。
・ロータリーの奉仕精神を体現し、多くの会員に影響を与えた方。
・ロータリー所属問わず、地域社会の課題解決・発展に貢献された方。
・故人の場合は、ゆかりの深い方で当時のお話をお聞かせいただける方。

メールアドレス：rotary2720@gmail.com
ガバナー事務局担当副幹事　植山朋代

※推薦いただいた方の中から選考の上、取材についてご相談
させていただきます。地区の歴史の中で輝く「お宝」を共に
発掘できることを楽しみにしております。

【推薦いただきたい方】

【推薦先】


